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1. 自己紹介 
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1. 自己紹介 

•キヤノンマーケティングジャパン株式会社 

ウェブマーケティングセンター 

チーフ／デザイナー 

澤田 望（さわだ のぞみ） 

 

•増井元所長の下、 

大小5回のリニューアルで 

デザイン／実装を担当 

•WAIC WG2委員 
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2. なぜアクセシビリティに取り組むのか？ 
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2. なぜアクセシビリティに取り組むのか？ 

古い話になりますが . . . 

•1999年：顧客対応プロジェクト発足 

     「どんなお客さまに対しても 

      質の高いサービスを」 

•2001年：ウェブマネジメントセンター発足 

     キヤノンサイトの基本理念が 

     増井元所長によって定義される 
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2. なぜアクセシビリティに取り組むのか？ 

キヤノンサイトの基本理念 

機会：お客さまがコンテンツにアクセス

する機会が多く与えられている

保証：お客さまが求める情報をより多くの

環境で素早く確実に提供できている

共感：キヤノンの商品・サービスや

キヤノンらしさが訴求できている
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2. なぜアクセシビリティに取り組むのか？ 

キヤノンサイト基本理念とアクセシビリティ 

•アクセシビリティ → 保証 

機械可読性の向上 → 機会 

サイト品質の向上 → ブランドイメージ（共感） 

•キヤノンの製品分野は多岐に渡る 

→ 様々な立場や環境のお客さまに対して 

  情報保証をする義務 

→ 企業のマーケティング活動の基盤を保証 
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3. 取り組み内容 
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3. 取り組み内容 

 2003年  らくらくWeb散策 導入 

 2005年  アクセシビリティガイドライン作成 

 2006～8年 Web標準化対応 

 2010年  ZoomSight 導入 

 2011年  JIS X 8341-3:2010 
       達成等級A 一部準拠 4ページ 

 2013年  達成等級A 準拠  669ページ 
          一部準拠 452ページ 
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3. 取り組み内容 

http://canon.jp/notice/accessibility-list.html 
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3. 取り組み内容 

どうやって、準拠ページを増やしたか? 
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3. 取り組み内容 

2013年リニューアル方針 

 Quality First 
  JIS対応範囲の拡大    保証 

 Mobile First 
  企画やデザインプロセスなどに 
  おいてもモバイルから先に検討  機会 

 Contents & Context First 
  お客さまの利用シーンを想定した 

  コンテンツとナビゲーション  共感 
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3. 取り組み内容 

デザイン／実装面での施策 
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3. 取り組み内容 

モバイル対応 

•デバイスによって情報量を分けず、 

どんな環境下でも同じ情報にアクセス 

モバイルで見えるものをPCでも見る 

•ワンソースによる汎用化 

→ 構造的なアクセシビリティ対応力強化 
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3. 取り組み内容 

スマートフォン閲覧時 PC閲覧時 
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3. 取り組み内容 

コンテンツとナビゲーションの分離 

•グローバルナビゲーションの廃止 

ローカルナビゲーションの集約／共通化 

>
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3. 取り組み内容 

コンテンツとナビゲーションの分離 

•お客さまの目的達成への最適化 

閲覧時：コンテンツ100% 

遷移時：メニュー100% 

 

•スキップリンク対応 

・メニューボタン化 

・見出しの設置 
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3. 取り組み内容 

•スキップリンク対応 

実装方法 

G1 + H69：不採用 → SCR28 + H69：採用 
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3. 取り組み内容 

CSS3の採用 

•ボタンや見出しのテキスト化 

色のコントラスト 

•カテゴリーカラー 

AA基準のコントラスト比 
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3. 取り組み内容 

動画 

•動画に対する代替コンテンツ 
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3. 取り組み内容 

JavaScript使用箇所でもキーボード操作可能 

•モーダルダイアログ表示 

•動画コントローラー 

•タブ 
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3. 取り組み内容 

運用面の見直し → それが一番大事 

実現させるためにも 

継続させるためにも 
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3. 取り組み内容 

•社内担当100名／制作会社30社以上 
ルールだけでは× → テンプレート → JIS準拠 
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3. 取り組み内容 

•制作用原稿のフォーマット統一 
→ 見出しレベルやalt属性の内容を明確化 
  （Microsoft Wordのスタイルを使用） 

•ルール適合状態チェックプログラムの開発 
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3. 取り組み内容 

•公開後にアクセシビリティチェック 
（IBM製 Rational Policy Tester） 

 

 

 

 



27 

4. JIS対応による効果 
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4. JIS対応による効果 

コスト低減 

•長い目で見ればメンテナンスコストは低下 

画像のテキスト化／マークアップの適正化 

•ワンソースであればマルチデバイス対応時

のコストは抑えられる 
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4. JIS対応による効果 

SEO効果 

•一般的に言われる程度には効果あり 

ブランディング効果（共感） 

•商品／サービス／ウェブサイト → 品質 

社内の意識変化 

•品質に対する意識の芽生え 
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5. 苦労している点 
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5. 苦労している点 

公開後アクセシビリティチェック結果 

•エラーメッセージが難解 → 敬遠される 

→ 指摘箇所に即した修正方法の解説 
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5. 苦労している点 

テンプレート 

•コンテンツの中身までは保証できない 

 

 

 

 

 

正：ISO感度12800作例 

誤：思いがけない贈り物 
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5. 苦労している点 

確認環境 

•増え続けるブラウザーでの確認 

→ テンプレート開発時にチェック 

末端まで行き届かないガバナンス 

•ルールに則っていないが見た目だけコピー 
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5. 苦労している点 

ランキングの功罪 

•予算確保のためには指標が必要 

•評価指標に注意 

文字サイズ変更ボタン／パンくずナビ／スキップリンク等 

•サイト全体の一貫性重要 

ユーザビリティ低下につながる 
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6. 今後に向けて 
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6. 今後に向けて 

アクセシビリティ方針の公開 

•増え続けるページの掲載方法／試験方法 

•達成等級向上（AA）? or 対応範囲拡大? 

テンプレートの細分化 

•制作者による方言を低減 → 品質を担保 
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6. 今後に向けて 

外部（SNS等）との連携 

•アクセス解析／効果測定／マーケティング

施策のために提供されるタグ類の適正化と

管理 

グループ企業への拡大 

•キヤノンマーケティングジャパングループ 

日本国内 → JIS 

•キヤノングループ 

グローバル → WCAG 



38 

7. まとめ 

  
これから企業ウェブで JIS対応に取り組む皆さんへ 
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7. まとめ 

デザインをあきらめない（これ重要） 

•疎かにすると「JIS対応するとダサくなる」 

と言われかねない 
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7. まとめ 

楽をすることを考える 

•JIS対応のために運用負荷増 

→ 他の何かを減らしてバランスを取るべき 

•コンテンツの内容に注力すべき 

手塩にかけたコンテンツほどアクセスして

欲しいはず 
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7. まとめ 

アクセシビリティは一日にしてならず  

•取り組みは企業の文化になる 

•文化は時間をかけて熟成させるもの 

→ 焦らず少しずつ「当たり前」になるまで 
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ご清聴ありがとうございました。 
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